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プロ選手から技術と心がまえを学べ！

　町体育協会主催による北海道日本ハムファイターズ

野球教室が町野球場で行われ、地元の野球少年団員や

中学生などが参加した。

　立石・牧谷両選手からは「１日の練習をおろそかに

せず、意識して取り組むことが大切。１日の差は少な

いが、半年・１年後の差は大きい」との叱咤激励が。

　参加者も厳しいプロの世界を経験した両選手からの

言葉に、きっと何かを感じたに違いない。

■ 町民劇が始動へほか･･･ ２
■ 郷土資料館特別展ほか･･･ ３
■ 七夕夕市ほか･･･ ４
■ 苫前・古丹別ふるさとまつりほか･･･ ５
■ 国民年金・川柳･･･ ６
■ 健康ばんざい･･･ ７
■ 学びの広場･･･ ８
■ 介護保険ガイド･･･ ９
■ 住まいる情報･･･ １０～１１
■ ちびっ子ギャラリー･･･ １２



2 頁広報とままえ　９月号

　

７
月
24
日（
火
）に
公
民
館
で

町
民
劇
実
行
委
員
会
が
関
係
者

な
ど
９
名
が
集
ま
り
、
本
年
度

の
公
演
に
向
け
た
協
議
が
行
わ

れ
た
。

　

町
民
劇
は
こ
れ
ま
で
「
風
受

け
て
」「
１
９
３
９
イ
ン
デ
ィ

ギ
ル
カ
号
」「
冒
険
者
た
ち
」「
ル

ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ

ナ
」
の
４
公
演
を
実
施
し
て
い

る
。

　

こ
の
日
も
８
月
中
に
台
本
決

め
と
出
演
者
の
顔
合
わ
せ
、
８

月
27
日（
月
）に
第
１
回
目
の
稽

古
を
行
い
、
第
５
回
公
演
が
12

月
８
日（
土
）午
後
６
時
30
分
開

演
予
定
で
進
め
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

　

町
民
劇
実
行
委
員
会
の
松
岡

満
雄
実
行
委
員
長
は
「
町
民
の

方
か
ら
い
つ
公
演
す
る
の
か
と

い
う
期
待
の
声
も
聞
こ
え
て
い

る
。
仕
事
等
で
大
変
だ
と
思
う

が
、
成
功
に
向
け
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

７
月
25
日（
水
）に
商
工
会
館

で
社
団
法
人
留
萌
地
方
法
人
会

苫
前
支
部
（
渡
部
一
男
支
部
長
）

が
地
域
社
会
貢
献
事
業
と
し
て

苫
前
町
内
会
へ
イ
ベ
ン
ト
用
テ

ン
ト
２
張
を
寄
贈
し
た
。

　

法
人
会
は
中
小
企
業
や
個
人

事
業
主
を
会
員
に
納
税
意
識
の

向
上
か
ら
企
業
・
社
会
の
発
展

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
任
意

団
体
で
、
苫
前
支
部
で
は
地
域

イ
ベ
ン
ト
等
で
お
客
様
が
参
加

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
等
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
回
実

施
さ
れ
た
も
の
。

　

こ
の
日
は
同
支
部
の
前
田
久

義
副
支
部
長
よ
り
斉
数
範
章
町

内
会
長
と
金
田
武
会
計
に
手
渡

さ
れ
、
斉
数
会
長
は
「
町
内
会

行
事
等
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　

７
月
28
日（
土
）に
留
萌
信
用

金
庫
古
丹
別
支
店
横
特
設
会
場

で
古
丹
別
商
業
部
会（
西
裕
正

部
会
長
）に
よ
る
夏
ま
つ
り
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
が
開
催
さ
れ
、
約

３
０
０
名
が
お
酒
で
喉
を
潤
し

た
。

　

同
部
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
は

２
回
目
。
苫
前
商
業
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
後
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
ス
タ

ー
ト
。
テ
ン
ト
内
で
は
ビ
ー
ル

や
日
本
酒
、
焼
酎
の
ほ
か
、
焼

き
鳥
、
枝
豆
な
ど
の
つ
ま
み
類

や
子
ど
も
用
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
な
ど
の
出
店
が
並
ん
だ
。

　

こ
の
日
は
晴
れ
間
が
の
ぞ
く

も
の
の
少
し
肌
寒
く
感
じ
る
天

候
だ
っ
た
が
、
来
場
さ
れ
た

方
々
は
お
構
い
な
し
。
冷
た
い

飲
物
で
喉
を
潤
し
、
テ
ー
ブ
ル

同
士
で
会
話
に
花
が
咲
い
て
い

た
。

　

電
化
製
品
や
キ
ャ
ン
プ
用
品

が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、

お
酒
の
勢
い
も
あ
り
、
会
場
内

は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

５回目の町民劇が始動へ！

社団法人留萌地方法人会苫前支部が苫前町内会へテントを寄贈

少し肌寒いけど外で飲むお酒はウマイ！ ～古丹別商業部会夏まつりビアガーデン～

　

家
庭
学
習
の
習
慣
づ
け
を
後

押
し
す
る
事
業
と
し
て
昨
年
よ

り
開
催
さ
れ
て
い
る
学
び
の
寺

子
屋
が
７
月
30
日（
月
）か
ら
８

月
１
日（
水
）ま
で
の
３
日
間
で

苫
前
地
区
は
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
、
古
丹
別
地
区
は
町
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
希
望
登
録
者
は
苫
前
地

区
が
25
名
、
古
丹
別
地
区
が
24

名
で
苫
前
で
約
４
倍
の
伸
び
と

な
り
、
期
間
中
で
苫
前
地
区
は

延
べ
63
名
、
古
丹
別
地
区
は
延

べ
56
名
が
学
習
に
取
り
組
ん

だ
。

　

主
催
の
町
教
育
委
員
会
か
ら

は
「
学
習
は
毎
日
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
。
短
い
期
間
だ
が
し

っ
か
り
取
り
組
み
、
学
習
が
習

慣
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
」

と
挨
拶
。

　

参
加
し
た
児
童
生
徒
は
学
校

で
出
さ
れ
た
課
題
や
ド
リ
ル
な

ど
を
持
参
し
、
学
習
支
援
員
や

教
員
か
ら
調
べ
方
や
解
き
方
の

ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
た
。

学習進んでいるよ ～学びの寺子屋～

　

本
町
に
光
回
線
誘
致
の
た
め

に
仮
申
込
書
の
受
付
な
ど
の
活

動
を
実
施
し
て
き
た
町
フ
レ
ッ

ツ
光
を
誘
致
す
る
会
（
奥
山
和

彦
代
表
）が
、
町
内
に
誘
致
の

た
め
に
必
要
で
あ
る
３
６
０
件

を
超
え
る
３
８
７
件
の
仮
申
込

書
が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
森

町
長
と
星
野
恭
司
町
議
会
議
長

の
連
名
に
よ
る
要
望
書
と
あ
わ

せ
て
、
７
月
30
日（
月
）に
役
場

町
長
室
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
株
式

会
社
旭
川
支
店
の
酒
井
浩
一
支

店
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

手
渡
さ
れ
た
酒
井
支
店
長
は

「
こ
ん
な
に
早
く
住
民
の
理
解

を
得
て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
要
望
書

と
仮
申
込
書
を
持
ち
帰
り
１
日

も
早
く
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
進
め
た
い
。
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
」
と
述
べ
た
。

　

奥
山
代
表
も
「
事
業
所
の
ほ

と
ん
ど
は
誘
致
へ
了
解
を
い
た

だ
け
た
。
住
民
の
中
に
は
早
く

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
の

声
も
あ
っ
た
」
と
酒
井
支
店
長

に
状
況
を
説
明
し
た
。

光回線誘致に向けた仮申込書と要望書をＮＴＴへ提出



3 頁広報とままえ　９月号

　

７
月
30
日（
月
）か
ら
８
月
５

日（
日
）ま
で
７
日
間
、
郷
土
資

料
館
で
特
別
展
「
樺
太
展
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
特
別
展
は
道
北
地
区
博

物
館
等
連
絡
協
議
会
の
巡
回
展

と
し
て
稚
内
市
郷
土
資
料
館
が

所
有
し
て
い
る
パ
ネ
ル
26
点
と

日
本
と
ロ
シ
ア
の
国
境
４
ヶ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
た
国
境
標
石

の
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展
示
、
樺

太
を
日
本
が
統
治
し
て
い
た
時

代
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
た
。

　

樺
太
鉄
道
や
製
紙
工
場
、
樺

太
と
稚
内
を
結
ぶ
航
路
の
港
が

あ
っ
た
大
泊
な
ど
ま
ち
の
様
子

や
産
業
、
風
景
を
紹
介
し
て
い

る
。

　

来
館
者
は
当
時
、
日
本
が
樺

太
を
統
治
し
て
い
た
こ
と
も
知

ら
な
か
っ
た
人
も
多
か
っ
た
よ

う
で
、熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

７
月
30
日（
月
）か
ら
８
月
２

日（
木
）ま
で
の
４
日
間
で
夏
休

み
中
の
児
童
を
対
象
と
し
た
ジ

ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

が
開
催
さ
れ
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
43
名
が
申

込
み
４
日
間
で
延
べ
１
６
７
名

が
参
加
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
る

同
事
業
は
児
童
に
と
て
も
人
気

が
あ
る
。
参
加
者
は
準
備
体
操

を
し
た
後
に
、
泳
力
別
に
ク
ラ

ス
分
け
さ
れ
た
各
グ
ル
ー
プ
で

そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者
か
ら
指
導

を
受
け
た
。

　

小
学
校
１
年
生
を
中
心
と
し

た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
水
中
の
中

に
設
置
し
た
フ
ラ
フ
ー
プ
を
く

ぐ
っ
た
り
、
ビ
ー
ト
板
を
使
っ

て
の
バ
タ
足
を
し
た
り
と
水
に

慣
れ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

中
心
に
実
施
。
参
加
者
も
後
半

は
水
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、

笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

８
月
３
日（
金
）に
上
平
共
同

利
用
模
範
牧
場
で
平
成
24
年
度

（
第
59
回
）苫
前
町
乳
牛
共
進
会

が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
酪
農
家

８
戸
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
乳

牛
27
頭
を
出
陳
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
森
町
長
、
間

宮
英
明
町
議
会
副
議
長
は
「
こ

の
共
進
会
で
優
秀
と
さ
れ
た
牛

は
、
道
北
大
会
や
全
道
大
会
に

お
い
て
も
良
い
成
績
を
収
め
て

い
る
た
め
、
非
常
に
楽
し
み
で

あ
る
」
と
挨
拶
し
、
審
査
が
始

ま
っ
た
。

　

審
査
は
未
経
産
牛
・
経
産
牛

そ
れ
ぞ
れ
４
部
門
に
分
け
、
本

年
度
審
査
委
員
の
株
式
会
社
野

澤
組
札
幌
営
業
所
の
岸
上
裕
司

副
所
長
が
体
貌
と
骨
格
、
肢
蹄
、

乳
器
な
ど
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス

が
ど
う
か
を
凝
視
し
て
い
た
。

　

今
回
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

郷土資料館特別展「樺太展」　～道北地区博物館等連絡協議会巡回展～

泳ぎが上手になりたいの　～夏休みジュニアスイミングスクール～

手塩に掛けて育てた乳牛を披露　～平成 24 年度 ( 第 59 回 ) 苫前町乳牛共進会～

公民館講座「木のおもちゃづくり」

各　　　　　　部 名　　　号 出陳者
第１部未経産牛（ ６ ヶ月～12 ヶ月未満） クレスタ チュンキー ブラクストン エメリア 中　嶋　卓　広
第２部未経産牛（12 ヶ月～14 ヶ月未満） クレスタ サム オブ デイーバ 中　嶋　卓　広
第３部未経産牛（14 ヶ月～18 ヶ月未満） グリーデイミル デイストライ デラップ グリーディミルクラブ
第４部未経産牛（18 ヶ月～22 ヶ月未満） クレスタ マストロ シャンタナ 中　嶋　卓　広
第５部経産牛（30 ヶ月未満） ウイング バーンズ アレス 伊　藤　雅　史
第６部経産牛（30 ヶ月～36 ヶ月未満） ウイング バーンズ フィーバー 伊　藤　雅　史
第７部経産牛（36 ヶ月～48 ヶ月未満） クレスタ ＭＦ ポンテ ジェラード 中　嶋　卓　広
第８部経産牛（48 ヶ月以上） Ｖ バッカイ クリント ㈱ビレッジファーム
最高位賞（未経産牛の部） クレスタ サム オブ デイーバ 中　嶋　卓　広
最高位賞（経産牛の部） クレスタ ＭＦ ポンテ ジェラード 中　嶋　卓　広
ベストプロダクション賞 フォーカスト ドルマン チャーマー 丹　羽　秀　樹
ベストプロダクション賞 Ｖ バッカイ クリント ㈱ビレッジファーム

　

８
月
４
日（
土
）公
民
館
で
公

民
館
講
座
「
木
の
お
も
ち
ゃ
づ

く
り
」
が
10
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
た
。

　

講
師
は
、
東
川
町
で
木
工
ク

ラ
フ
ト
を
製
作
す
る
鈴
木
工
房

の
鈴
木
秀
一
さ
ん
が
務
め
、
ト

ラ
ッ
ク
や
飛
行
機
の
お
も
ち

ゃ
、
ペ
ン
立
て
、
コ
ー
ス
タ
ー

な
ど
を
作
っ
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
見
本
は
な
い

よ
。
見
本
が
あ
る
と
そ
の
通
り

作
ろ
う
と
す
る
か
ら
、
自
分
の

思
い
通
り
に
作
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
指
導
、
参
加
者
は
自
分

で
使
う
た
め
に
作
る
方
や
自
分

の
子
ど
も
の
た
め
に
作
る
方
な

ど
様
々
だ
が
、
慣
れ
な
い
糸
の

こ
を
使
っ
た
木
の
切
断
で
は
、

曲
が
ら
ず
ま
っ
す
ぐ
切
る
た
め

に
、
一
点
に
集
中
。
切
っ
た
後

に
は
大
き
な
た
め
息
が
出
る
ほ

ど
真
剣
に
取
り
組
み
、「
ま
っ

す
ぐ
切
れ
な
い
」「
難
し
い
」

と
感
想
を
口
に
し
た
。

　

講
師
の
鈴
木
さ
ん
や
助
手
の

伊
藤
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お

陰
も
あ
り
、
参
加
者
は
世
界
に

一
つ
し
か
な
い
作
品
を
見
て
、

満
足
そ
う
に
微
笑
ん
で
い
た
。



4 頁広報とままえ　９月号

　

８
月
４
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
苫
前

町
駐
車
場
で
Ｊ
Ａ
苫
前
町
夕
市

実
行
委
員
会
に
よ
る
七
夕
夕
市

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
住
民
が

来
場
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
今
に

も
雨
が
降
り
そ
う
な
天
候
の

中
、
焼
き
鳥
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

苫
前
産
「
春
よ
恋
」
を
使
っ
た

パ
ン
、
生
ビ
ー
ル
な
ど
の
出
店

の
他
、
子
ど
も
向
け
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
や
も
ち
ま
き
、
農
協
職

員
ら
で
結
成
さ
れ
た
「
男
子
五

楽
坊
」
に
よ
る
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ

な
ど
の
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
、
抽
選
用
の
カ
ー
ド
を

買
い
求
め
る
列
が
で
き
る
ほ

ど
、
毎
年
人
気
が
あ
る
お
楽
し

み
大
抽
選
会
で
は
自
転
車
や
炊

飯
器
・
空
気
清
浄
機
な
ど
計
79

品
の
景
品
が
用
意
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
番
号
が

呼
ば
れ
な
い
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し

て
い
る
様
子
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
見
ら
れ
た
。

　

８
月
８
日（
水
）～
９
日（
木
）

ま
で
の
１
泊
２
日
間
、
公
民
館

で
夏
休
み
公
民
館
宿
泊
体
験
事

業
が
町
内
の
小
学
生
７
名
と
本

町
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
と
し
て
来

町
し
て
い
た
札
幌
光
星
高
等
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
６
名

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

し
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
買
物
や
料
理
な

ど
の
生
活
体
験
や
野
外
活
動
、

町
内
巡
り
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
自
立
心
や
協
調
性
、
社
会
性

を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
。

　

１
日
目
の
古
丹
別
川
で
の
野

外
体
験
で
は
、
留
萌
振
興
局
留

萌
建
設
管
理
部
事
業
室
の
鈴
木

政
輝
治
水
課
長
ら
が
講
師
と
な

り
、
古
丹
別
川
の
流
れ
や
堆
積

土
砂
の
違
い
な
ど
を
霧
立
峠
と

水
辺
の
楽
校
の
２
ヶ
所
で
実

施
、
川
水
の
採
取
を
行
い
、
上

流
、
中
流
、
下
流
の
水
質
の
違

い
を
実
際
に
確
認
、
川
を
汚
さ

な
い
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
か
を
考
え
た
。

　

８
月
９
日
（
木
）
岩
見
で
農

業
を
営
ん
で
い
る
花
井
秀
昭
さ

ん
が
自
身
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
古
丹
別
保
育
所
（
川
森
の
り

子
所
長
）
の
年
長
組
の
園
児
10

名
を
招
待
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
狩
り

を
体
験
さ
せ
た
。

　

最
初
に
花
井
さ
ん
か
ら
ト
マ

ト
の
も
ぎ
方
の
指
導
を
受
け
た

後
に
、
ト
マ
ト
狩
り
を
ス
タ
ー

ト
。　

真
っ
赤
に
な
っ
た
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

一
つ
ひ
と
つ
収
穫
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
へ
入
れ
て
い
た
。

　

園
児
は
「
手
に
ト
マ
ト
の
に

お
い
が
つ
い
た
」「
年
少
組
の

お
友
達
に
も
あ
げ
る
ん
だ
」
と

言
い
な
が
ら
袋
い
っ
ぱ
い
に
な

る
ま
で
、ト
マ
ト
を
収
穫
し
た
。

　

中
に
は
、
ト
マ
ト
を
ほ
お
ば

る
園
児
も
い
て
「
お
い
し
い
」

と
微
笑
み
な
が
ら
、
ト
マ
ト
狩

り
を
満
喫
し
て
い
た
。

　

同
月
４
日
（
土
）
に
は
苫
前

保
育
園
（
青
木
久
美
子
園
長
）

の
園
児
も
招
待
、
ト
マ
ト
狩
り

を
体
験
し
た
。

七夕を大勢で楽しむ ～ＪＡ苫前町夕市実行委員会による七夕夕市～

夏休みの思い出に ～夏休み公民館宿泊体験事業～

袋いっぱいでも重くない！ ～花井秀昭さんが両保育園（所）園児をミニトマト狩りに招待～

　

古
丹
別
中
学
校
を
卒
業
し
、

札
幌
市
内
の
北
海
高
等
学
校
に

進
学
、
野
球
部
員
と
し
て
甲
子

園
を
目
指
し
て
い
た
西
村
拓
真

く
ん
が
お
盆
で
帰
省
し
た
８
月

13
日
（
月
）
に
母
校
を
訪
れ
、

後
輩
の
同
中
学
校
野
球
部
員
や

地
元
野
球
少
年
団
員
に
野
球
指

導
を
行
っ
た
。

　

西
村
く
ん
は
、
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
大
会
南
北
海
道

地
区
大
会
１
回
戦
の
函
館
高
等

専
門
学
校
戦
で
先
発
し
、
８
対

０
と
完
封
し
た
も
の
の
、
そ
の

後
登
板
機
会
が
な
く
、
チ
ー
ム

も
準
決
勝
で
敗
退
し
、
甲
子
園

出
場
を
逃
し
た
。

　

こ
の
日
は
少
年
団
員
や
中
学

校
野
球
部
員
を
相
手
に
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
を
行
っ
た
後
、
投
球
方
法

の
指
導
や
実
際
に
自
身
も
見
本

を
見
せ
る
な
ど
約
２
時
間
に
渡

り
行
っ
た
。

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
北
海

がんばれば夢はかなう！ ～北海高等学校野球部の西村拓真くんが後輩に野球指導～

高
校
で
の
辛
い
練
習
は
ど
ん
な

も
の
か
？
」「
プ
ロ
に
進
む
予

定
は
あ
る
の
か
？
」
な
ど
が
参

加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

　

西
村
く
ん
は
プ
ロ
野
球
に
つ

い
て
は
「
高
校
を
卒
業
し
て
す

ぐ
は
難
し
い
の
で
、
大
学
に
進

学
し
力
を
つ
け
た
い
。
昔
か
ら

広
島
カ
ー
プ
が
好
き
な
の
で
、

行
け
る
と
し
た
ら
広
島
に
入
団

し
た
い
」
と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ

た
。

　

ま
た
、
後
輩
に
は
「
投
げ
る

と
き
に
ど
う
し
て
も
力
が
入
っ

て
し
ま
う
の
で
、
肩
を
壊
す
こ

と
も
あ
る
。
今
の
う
ち
か
ら
練

習
の
後
は
ア
イ
シ
ン
グ
を
す
る

な
ど
し
て
肩
を
痛
め
な
い
よ
う

に
し
た
方
が
よ
い
」「
野
球
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
走
る
こ
と
が

重
要
。
１
日
１
日
の
練
習
を
ム

ダ
に
し
な
い
よ
う
真
剣
に
取
り

組
ん
だ
方
は
よ
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
。

　

参
加
者
は
先
輩
か
ら
の
言
葉

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。



5 頁広報とままえ　９月号

　

８
月
17
日（
金
）と
ま
ま
え
温

泉
ふ
わ
っ
と
で
平
成
24
年
度
戦

没
者
追
悼
式
が
遺
族
・
来
賓
な

ど
あ
わ
せ
て
約
60
名
が
参
加
し

挙
行
さ
れ
た
。

　

町
戦
没
者
追
悼
式
実
行
委
員

会
実
行
委
員
長
の
森
町
長
は

「
半
世
紀
余
を
超
え
る
時
の
流

れ
は
、
悲
惨
な
記
憶
を
風
化
さ

せ
て
い
る
が
、
戦
後
の
焼
け
野

原
か
ら
世
界
の
日
本
へ
と
躍
進

さ
せ
た
先
人
の
偉
大
な
る
遺
伝

子
が
我
々
に
引
き
継
が
れ
て
お

り
、
現
在
直
面
し
て
い
る
課
題

や
逆
境
を
は
ね
の
け
る
も
の
と

信
じ
て
い
る
」
と
式
辞
を
述
べ

た
。

　

苫
前
町
議
会
の
星
野
恭
司
議

長
や
北
海
道
知
事
、
北
海
道
連

合
遺
族
会
長
、
町
遺
族
会
長
か

ら
の
追
悼
の
こ
と
ば
の
後
、
遺

族
・
来
賓
等
が
１
人
ひ
と
り
献

花
を
行
い
、
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
っ
た
。

　

８
月
17
日（
金
）町
野
球
場
で

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
野
球
教
室
が
地
元
少
年
団

員
、
中
学
生
な
ど
あ
わ
せ
て
32

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
指
導
に
あ
た
っ
た
の

は
、
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
で
投
手
を
務
め
た
立
石
尚
行

さ
ん
と
牧
谷
宇
佐
美
さ
ん
の
二

人
。

　

冒
頭
で
主
催
で
あ
る
町
体
育

協
会
の
平
田
日
出
男
会
長
よ
り

「
今
日
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん

は
一
生
懸
命
に
野
球
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
思
う
が
、
小
さ
な

マ
チ
で
は
プ
ロ
の
選
手
か
ら
教

え
て
も
ら
う
こ
と
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
体
育
協
会
で
企
画
・

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
自
分

に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　

指
導
前
に
立
石
さ
ん
は
「
短

い
時
間
で
す
が
、
野
球
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
少
し
で
も
上
達

悲しみはいつまでも癒えることはない　～戦没者追悼式～

元プロ野球選手から直接指導　～北海道日本ハムファイターズ野球教室～

し
て
ほ
し
い
」、
牧
谷
さ
ん
か

ら
も
「
基
本
が
で
き
な
け
れ
ば

上
手
に
な
ら
な
い
の
で
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
聞
い
て
ほ
し

い
」
と
参
加
者
に
述
べ
た
。

　

教
室
で
は
ボ
ー
ル
の
握
り
方

や
投
げ
方
、
取
り
方
、
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
の
基
礎
的
な
こ
と

を
中
心
に
約
２
時
間
半
個
別
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
行
わ

れ
た
。

　

最
後
に
立
石
さ
ん
か
ら
は

「
意
識
し
て
練
習
に
取
り
組
み

１
日
の
練
習
を
ム
ダ
に
し
な

い
。
あ
い
さ
つ
と
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
ほ
し
い
」、
牧
谷

さ
ん
か
ら
も
「
基
本
が
で
き
な

い
と
応
用
が
で
き
な
い
。
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
を
経
験
し
て

う
ま
く
な
っ
て
い
く
。
皆
さ
ん

の
チ
ー
ム
の
監
督
の
練
習
方
法

が
基
本
と
な
る
の
で
、
今
日
の

成
果
を
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と

参
加
者
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

た
。

◀古丹別ふるさとまつり　
　　　苫前ふるさとまつり▶

夏の
終わりを楽しむように！
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